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古川地下調節池について 

 

 

１ 内 容 

  古川地下調節池は、古川の治水安全度を早期に向上させるために、平成２１年度から平

成２９年度にかけて東京都が整備した調節池です。古川地下調節池は地下トンネル式で

あり、洪水時には養老橋下流右岸側の取水施設から取水し、恵比寿橋上流部から一之橋

にかけて河川下に整備した延長３．３㎞のトンネル部に洪水を貯留します。 

なお、古川地下調節池は、都内初の河川下を活用して整備した地下トンネル式の調節池

です。 

 

２ 施設概要 

 内容・規模 備   考 

調節池名称 古川地下調節池  

洪水調節量 ４４㎥／ｓｅｃ 取水箇所：港区白金五丁目 

調節池容量 １３５，０００㎥ 排水箇所：港区三田一丁目 

トンネル 内径７．５ｍ  

延長 約３，３００ｍ  

※ 東京都「渋谷川・古川 河川整備計画（平成３１年４月）」Ｐ.１６から抜粋 

 

３ 事業の効果 

東京都は、古川地下調節池を整備したことで、１時間当たり５０ミリ降雨への対応が可

能となり、古川流域の浸水被害軽減に大きな効果を発揮しているとしています。 

また、東京都は現在、処理可能な時間について、雨の降り方によって河川への降雨の流

入状況が異なるため、一概には言えないとしています。 
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＜参考＞ 

 

 

東京都建設局ホームページから抜粋 

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/content/000046136.pdf 
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https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/content/000046136.pdf

